









































な向き合い（着任 3 か月目～4 か月目） 
5. 組織の一員であることへの意識と行動の萌芽

























































































































































ース 3年の男子学生 K くんの教育実習の経験と、理数
教育コース 2 年の男子学生 I くんの介護体験の話を聴
く機会を得た。その時の感想を書いたものが以下の記
録である。 











































































































































































3. これまでの自分と今の自分との統合（着任 2 か月
目～3 か月目） 





















































































な折私は 2014 年 11 月 30 日から 12 月 1 日に行われた
実践研究東京ラウンドテーブル（通称、東京ラウンド
テーブル）に参加することになった。1 日目は二つの



































































































した「教育実践研究 A」（学部 1～3 年生が受講）およ
び「教育実践演習」（学部 4 年生が受講）の授業（金曜













































































実践研究東京ラウンドテーブルが 11 月 30 日、

















































以上、12 月上旬の FD の発表時の資料を見てみた。
???????????????????（?????）











































合い（着任 3 か月目～4 か月目） 



























んは私が見学に行った日 1 年 1 組と 1 年 3 組の 2 クラ
スでそれぞれアフリカの単元の授業実践を行なった。


























































































































































































































































らもうすぐ 4 か月。この 4 か月で自分はずいぶん
違う地点に来たと感じた。 





















任 5 か月目～6 か月目） 
















































































































































































の 話 の 中 に 幾 度 と な く 出 て く る ”future” 
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